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新型コロナ感染拡大　　　　　新型コロナ感染拡大　　　　　

　

緊
急
事
態
宣

言
か
ら
３
週
間

余
り
が
過
ぎ

た
。
デ
パ
ー
ト

や
映
画
館
、
学
校
も
休
止

し
、
多
く
の
国
民
に
と
っ
て

未
体
験
の
「
不
自
由
」
な
生

活
が
５
月
６
日
ま
で
続
く
。

　

移
動
や
経
済
活
動
の
自
由

は
民
主
主
義
社
会
の
基
盤
と

な
る
人
権
の
根
幹
だ
。
感
染

症
を
抑
え
込
む
た
め
に
個
人

の
行
動
を
制
限
す
る
こ
と
は

必
要
だ
が
、
パ
ニ
ッ
ク
に
乗

じ
て
権
力
に
よ
る
自
由
の
制

限
に
無
自
覚
に
な
っ
て
は
な

ら
な
い
。

　

ナ
チ
ス
政
権
の
台
頭
と
暴

走
を
許
し
た
ド
イ
ツ
の
歴
史

が
頭
に
浮
か
ぶ
。
第
１
次
世

界
大
戦
に
敗
れ
た
ド
イ
ツ
で

は
ハ
イ
パ
ー
イ
ン
フ
レ
ー
シ

ョ
ン
と
世
界
恐
慌
の
中
、
ヒ

ト
ラ
ー
政
権
が
誕
生
。
合
法

的
に
「
全
権
委
任
法
」
を
成

立
さ
せ
独
裁
国
家
へ
と
突
き

進
ん
だ
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
拡
大
を
口
実
に
、
国
民
の

権
利
を
制
限
す
る
「
緊
急
事

態
条
項
」
を
憲
法
に
新
設
し

よ
う
と
す
る
声
が
、
自
民
党

幹
部
な
ど
か
ら
相
次
い
で
い

る
。
非
常
時
に
こ
そ
民
主
主

義
の
真
価
が
問
わ
れ
る
。
歴

史
に
学
び
、
民
主
主
義
が
真

に
働
く
よ
う
に
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。 

（
Ｉ
）

　GWに伴う本紙の発行と協
会事務局の休務期間は次の通
りです。
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おことわり

国の医療機関向けマスクの配布

コロナ対策で緊急要請
協会　安倍首相、吉村知事らに

歯科疾患管理料情報提供文書【旧様式を使う場合の注意】
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患
者
・
ス
タ
ッ
フ
対
応
に
苦
心

収
入
補
償
、
衛
生
品
提
供
な
ど
急
務

新
様
式
に
改
訂
販
売

旧
様
式
は
補
記
し
使
用
を

歯
科
へ
の
影
響
深
刻

歯
科
へ
の
影
響
深
刻

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
が
歯
科
医

院
経
営
に
影
を
落
と
し
て
い
る
。
協
会
が
会
員

医
院
に
対
し
て
実
施
し
た
調
査
で
は
、
３
月
末

時
点
で
約
６
割
の
歯
科
医
療
機
関
が
「
患
者
が

減
っ
た
」
と
回
答
す
る
な
ど
受
診
自
粛
が
起
こ

っ
て
い
た
。
４
月
上
旬
に
は
厚
労
省
が
院
内
感

染
対
策
の
徹
底
と
緊
急
性
の
な
い
治
療
の
延
期

考
慮
を
求
め
る
連
絡
文
書
を
発
出
す
る
な
ど
、

歯
科
医
療
機
関
に
深
刻
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い

る
。「
こ
の
ま
ま
で
は
、
ス
タ
ッ
フ
の
雇
用
を

守
れ
な
く
な
る
。
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
か
」
―

―
。
協
会
に
は
連
日
、
会
員
か
ら
の
相
談
が
寄

せ
ら
れ
て
い
る
。

　

「
患
者
が
減
っ
て
い
る
上

に
治
療
を
制
限
せ
ざ
る
を
得

ず
、
収
入
は
激
減
し
て
い

る
」。
堺
市
の
Ａ
歯
科
医
院

で
は
、
患
者
間
の
密
接
を
防

ぐ
た
め
に
４
月
か
ら
臨
時
的

に
完
全
予
約
制
と
し
た
。

「
待
合
が
広
く
な
い
の
で
予

約
を
制
限
し
、
患
者
同
士
が

顔
を
合
わ
す
機
会
を
作
ら
な

い
た
め
で
す
。
万
が
一
に
も

感
染
者
は
出
し
た
く
な
い
の

で
や
む
を
得
な
い
」
と
院
長

は
肩
を
落
と
す
。

　

大
阪
市
内
で
開
業
す
る
Ｂ

氏
は
、
感
染
リ
ス
ク
が
高
い

処
置
の
自
粛
を
ス
タ
ッ
フ
か

ら
嘆
願
さ
れ
た
と
い
う
。

「
従
業
員
と
の
間
に
禍
根
を

残
し
た
く
あ
り
ま
せ
ん
。
不

要
不
急
の
治
療
は
可
能
な
限

り
延
期
し
て
も
ら
う
よ
う
患

者
さ
ん
に
も
理
解
を
求
め
て

い
ま
す
。
収
入
が
減
っ
て

も
、
給
料
や
家
賃
な
ど
の
支

出
は
変
わ
ら
な
い
の
に
」
と

語
る
。

補
償
制
度
の
拡
充
を

　

診
療
の
自
粛
や
患
者
の
減

少
が
続
け
ば
、
大
幅
な
売
り

上
げ
の
減
少
に
陥
る
こ
と
は

明
ら
か
だ
。
政
府
は
感
染
拡

大
の
影
響
を
受
け
た
事
業
者

向
け
の
補
償
と
し
て
、「
持

続
化
給
付
金
」
や
「
雇
用
調

整
助
成
金
制
度
」
な
ど
の
活

用
を
呼
び
か
け
て
い
る
が
、

対
象
と
な
る
条
件
が
厳
し
い

上
に
申
請
方
法
も
複
雑
な
た

め
、
現
状
で
は
活
用
し
づ
ら

い
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

　

協
会
は
政
府
や
大
阪
府
に

対
し
補
償
制
度
の
新
設
・
拡

充
を
求
め
て
い
く
。

　

協
会
は
『
歯
科
保
険
診
療
の
研
究
（
２
０
２
０
年
４
月

版
）』
を
４
月
末
ま
で
に
は
会
員
に
１
冊
無
料
で
届
け
る
。

　

項
目
ご
と
に
解
説
と
症
例
を
掲
載
し
て
お
り
、
改
定
後
の

請
求
に
役
立
つ
内
容
な
っ
て
い
る
。
追
加
希
望
の
場
合
は
１

冊
８
千
円
（
税
込
み
）
で
販
売
。

・
歯
科
疾
患
管
理
料
の
患
者
へ
の
情
報
提
供
文
書

・
新
製
義
歯
に
関
す
る
説
明
書

・
補
綴
物
維
持
管
理
に
関
す
る
説
明
書

・
歯
科
衛
生
実
地
指
導
に
係
る
情
報
提
供
文
書

・
訪
問
歯
科
衛
生
指
導
に
係
る
情
報
提
供
文
書

各
１
冊
50
枚
綴
り
複
写
式
、
１
冊
５
０
０
円
（
送
料
別
）。

連
絡
先
（
℡
06
‐
６
５
６
８
‐
７
７
３
１
）。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡

大
に
よ
る
マ
ス
ク
不
足
を
受
け
、
国

は
都
道
府
県
を
通
じ
て
医
療
機
関
へ

マ
ス
ク
を
配
布
し
て
い
る
が
、
必
要

と
す
る
医
療
機
関
に
届
か
な
い
ケ
ー

ス
も
あ
り
、
改
善
が
求
め
ら
れ
て
い

る
。

　

国
か
ら
大
阪
府
に
は
３
月
中
旬
に

１
０
２
万
枚
、
４
月
上
旬
に
89
万
枚

の
サ
ー
ジ
カ
ル
マ
ス
ク
が
配
布
さ
れ

て
い
る
が
、
配
布
対
象
は
各
自
治
体

（
各
保
健
所
）
に
委
ね
ら
れ
て
お

り
、
全
て
の
歯
科
医
療
機
関
に
マ
ス

ク
が
行
き
届
い
て
い
な
い
。

　

マ
ス
ク
を
要
す
る
先
生
は
管
轄
す

る
保
健
所
・
保
健
セ
ン
タ
ー
へ
問
い

合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

　

診
療
報
酬
改
定
を
受
け
、
協
会
が
販
売
し
て
い
る

患
者
へ
の
情
報
提
供
文
書
の
「
歯
管
（
初
回
・
継

続
）」
の
様
式
が
変
更
と
な
る
。
新
様
式
で
は
「
小

児
口
腔
機
能
管
理
」「
口
腔
機
能
管
理
」
に
係
る
欄

を
新
た
に
設
け
た
。

　

旧
様
式
も
引
き
続
き
使
用
で
き
る
が
、
管
理
に
小

機
能
・
口
機
能
が
含
ま
れ
る
場
合
は
、
備
考
欄
等
に

補
記
す
る
。
管
理
に
小
機
能
・
口
機
能
が
含
ま
れ
な

い
場
合
は
そ
の
ま
ま
使
え
る
。

４
月
末
頃　

１
冊
無
料
で
お
届
け

保
健
所
へ
問
い
合
わ
せ
を

20
年
版『
歯
科
保
険
診
療
の
研
究
』

情
報
提
供
文
書
の
ご
案
内

　

協
会
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策

や
医
療
機
関
が
活
用
で
き
る

助
成
金
、
融
資
制
度
な
ど
を

ま
と
め
た
特
設
ペ
ー
ジ
を
開

設
し
た
。

　

公
的
支
援
制
度
の
一
覧
や

資
金
繰
り
の
相
談
先
、
新
型

コ
ロ
ナ
の
影
響
で
ス
タ
ッ
フ

が
休
ん
だ
場
合
の
労
務
対
応

な
ど
に
つ
い
て
解
説
し
て
い

る
。
ま
た
、
コ
ロ
ナ
問
題
を

め
ぐ
る
協
会
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
も
紹
介
し
て
い
る
。

融
資
制
度
等
を

紹
介　
　
　
　

記載例）口腔乾燥の症状があるため、
　　　唾液腺マッサージを行う。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

拡
大
の
影
響
で
歯
科
を
受
診
す

る
患
者
が
激
減
し
て
い
る
こ
と

や
、
マ
ス
ク
や
グ
ロ
ー
ブ
、
消

毒
用
ア
ル
コ
ー
ル
な
ど
が
依
然

と
し
て
不
足
し
て
い
る
問
題
な

ど
で
小
澤
力
理
事
長
は
21
日
、

安
倍
晋
三
首
相
、
加
藤
勝
信
厚

労
大
臣
に
対
し
て
、
①
全
て
の

歯
科
保
険
医
療
機
関
に
対
し
、

診
療
体
制
を
維
持
・
継
続
出
来

る
よ
う
た
だ
ち
に
補
償
等
の
具

体
的
な
手
立
て
を
示
す
こ
と
、

②
全
て
の
歯
科
保
険
医
療
機
関

に
対
し
、
大
至
急
、
マ
ス
ク
、

消
毒
用
ア
ル
コ
ー
ル
、
グ
ロ
ー

ブ
等
、
日
常
診
療
及
び
感
染
防

止
に
必
要
な
衛
生
用
品（
材
料
）

を
支
給
す
る
こ
と
、
③
歯
科
技

工
所
が
仕
事
を
維
持
・
継
続
出

来
る
よ
う
た
だ
ち
に
補
償
等
の

具
体
的
な
手
立
て
を
示
す
こ
と

―
―
を
文
書
で
要
請
し
た
。

　

吉
村
洋
文
大
阪
府
知
事
に
た

い
し
て
も
、
①
②
を
国
に
要
望

す
る
こ
と
と
、
府
と
し
て
も
衛

生
用
品
の
提
供
に
努
力
す
る
こ

と
を
要
請
し
て
い
る
。
府
内
自

治
体
首
長
に
も
、
①
②
を
国
・

府
に
要
望
す
る
こ
と
と
、
国
や

大
阪
府
か
ら
供
給
さ
れ
た
医
療

機
関
用
の
物
品
に
つ
い
て
、
管

内
全
て
の
医
療
機
関
に
平
等
に

配
布
す
る
こ
と
を
要
請
し
て
い

る
。

　

要
請
で
は
、
厚
労
省
が
歯
科

治
療
の
「
自
粛
」
を
求
め
る
よ

う
通
知
し
た
こ
と
を
受
け
、
協

会
会
員
か
ら
「
休
業
要
請
が
な

い
一
方
で
、
不
要
・
不
急
の
歯

科
治
療
を
控
え
ろ
と
は
ど
う
い

う
こ
と
か
」
と
い
っ
た
声
が
出

さ
れ
て
い
る
こ
と
を
紹
介
し
な

が
ら
、
風
評
か
ら
歯
科
治
療
を

敬
遠
す
る
患
者
が
増
え
て
い
る

こ
と
を
指
摘
す
る
。

　

治
療
の
特
性
上
、
歯
科
医
療

に
は
「
従
来
に
も
増
し
て
最
大

限
の
感
染
防
止
対
策
が
求
め
ら

れ
て
き
た
」
と
述
べ
、
感
染
防

備
具
等
の
重
要
性
を
強
調
。
政

府
が
供
給
を
約
束
し
た
マ
ス
ク

の
提
供
で
は
「
一
時
し
の
ぎ
に

し
か
な
ら
ず
、
グ
ロ
ー
ブ
、
消

毒
用
ア
ル
コ
ー
ル
な
ど
を
含
む

衛
生
用
品（
材
料
）の
深
刻
な
不

足
状
態
に
あ
る
」
と
訴
え
る
。

　

患
者
の
激
減
や
衛
生
用
品
の

不
足
が
続
け
ば
、
歯
科
診
療
の

継
続
が
困
難
と
な
る
と
し
て
、

「
歯
科
で
の
『
医
療
崩
壊
』
が

着
々
と
進
行
し
て
い
る
と
言
わ

ざ
る
を
得
ま
せ
ん
」
と
述
べ
、

国
民
の
命
と
健
康
を
守
る
た
め

に
歯
科
医
療
提
供
体
制
を
確
保

す
る
こ
と
こ
そ
、
国
を
は
じ
め

行
政
の
責
務
と
訴
え
て
い
る
。


